
物理学専攻 入試ガイダンス

令和8年5月23日（土）10：00 ～

1. 専攻長挨拶

2. 物理学専攻の概要／修士入試の説明

3. サブコース紹介

4. 質疑応答（全体）

入試に関する情報
「理学系研究科学生募集要項」
「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」
提出書式 等の入手は以下のWebサイトから。
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/event2/48518/
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2. 物理学専攻の概要
／修士入試の説明
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スライド p. 2-41、15分

本スライドは後で一般公開されます。



• 物理学専攻の構成

• 入学後の経済的支援

• 修了後の進路

• 修士課程入学試験について

• 出願までのプロセス

• 入学願書の記入方法
（サブコース・指導教員等）

内容
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物理学専攻の構成
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物理学専攻は、世界の第一線で活躍している
研究者で構成され、約130の研究室を有する
世界でも最大規模の物理学の教育研究拠点です。



物理学専攻の構成

研究室数
約130研究室

修士課程学生数
約130名×2学年

＝約260名

博士課程学生数
約90名×3学年

＝約270名

学生総計
約530名
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物理学専攻の構成
本郷キャンパス (理学部１号館・４号館）

・物理学教室

・原子核科学研究センター (CNS)

・ビックバン宇宙国際研究センター (RESCEU)

・素粒子物理国際研究センター (ICEPP)

・フォトンサイエンス研究機構 (IPST)

・生物普遍性連携研究機構 (UBI)

・知の物理学研究センター (IPI)

・クォーク核物理研究機構（QNSI）
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物理学専攻の構成

柏キャンパス

・物性研究所 (ISSP)

・宇宙線研究所 (ICRR)

・新領域創成科学研究科 (FS)

・カブリ数物連携宇宙研究機構 (IPMU)

・生産技術研究所

駒場キャンパス

・総合文化研究科
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物理学専攻の構成
茨城県つくば市
・高エネルギー加速器研究機構

埼玉県和光市
・理化学研究所

神奈川県相模原市
・宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所

岐阜県飛騨市
・宇宙線研究所 神岡宇宙素粒子研究施設

・宇宙線研究所 重力波観測研究施設
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/field/departments/
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物理学専攻の構成
注意

・ここに挙げた研究所等に所属するスタッフ全員が
物理学専攻の大学院担当とは限りません。

・また、大学院担当の教員が必ずしも新規で学生を
受け入れているとは限りません。
→当該年度の募集要項でよく確認してください。

・出願前に教員にコンタクトして、どんな研究が
できるのか、どんな学生を求めているのか、
相談しておくことを推奨します。
ただし、事前相談は院試出願の前提条件ではなく、院試の合否にも一切関係ありません。

受け入れ情報についてはこちらも御覧ください。
「物理学専攻 教員一覧」
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/faculty_members/

物理学専攻の構成
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入学後の経済的支援
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経済的支援制度
修士課程 博士課程

授業ＴＡ（ティーチングアシスタント） ○ ○

リサーチアシスタント（ＲＡ） ○

授業料免除 成績優秀者 成績優秀者

奨学金（日本学生支援機構、民間） ○ ○

日本学生支援機構 奨学金返還免除 成績優秀者 成績優秀者

日本学術振興会 特別研究員 ○

東京大学国際卓越大学院プログラム

「変革を駆動する先端物理・数学プログラム(FoPM)」
「宇宙地球フロンティア国際卓越大学院プログラム(IGPEES)」
「統合物質科学国際卓越大学院(MERIT-WINGS)」
「数物フロンティア国際卓越大学院(WINGS-FMSP)」
「量子・半導体科学技術国際卓越大学院(WINGS-QSTEP)」

修士課程から５年間
（卓越ＲＡとして）

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/scholarship/

経済的支援

【参考】上記URLにはまだ記載されていませんが、博士課程支援プロジェクトも年々拡充されています。
SPRING GXでは東大全体で毎年350名程度が採択され、研究奨励費として月額18万円が支給されます。
https://spring-gx.adm.s.u-tokyo.ac.jp/ja/ 11/33
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東京大学国際卓越大学院プログラム

・修士１年～博士まで 5年間
・博士進学が条件
・経済的支援(卓越RA) 月額17～18万円

• 変革を駆動する先端物理・数学プログラム（FoPM）

• 宇宙地球フロンティア国際卓越大学院プログラム（IGPEES）

• 統合物質科学国際卓越大学院（MERIT-WINGS）

• 数物フロンティア国際卓越大学院（WINGS-FMSP）

• 量子・半導体科学技術国際卓越大学院(WINGS-QSTEP)

2025年4月入学者のうち、物理学専攻の34名が
採用されています。下記プログラムの募集総数は
他研究科・専攻も含め約100人です。

12/46

経済的支援



修了後の進路
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修士課程修了者の進路
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進路

２０２５年度 ２０２４年度 ２０２３年度

修了者数 102 115 114

博士課程進学 （物理学専攻） 77 88 75

博士課程進学 （物理学専攻以外） 0 3 4

企業・
官公庁

メーカー系
 （電機・精密・機械等）

6

23

4

21

13

35

IT関連（通信・ソフト・情報） 4 9 5

官公庁 3 0 1

金融・シンクタンク・コンサル 4 7 7

その他の企業（マスコミ・広告・ 
商社・航空会社等）

6 1 9

その他（帰国等） 2 3 0



主な就職先（修士）過去３年間
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博士課程修了者の進路
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進路

２０２５年度 ２０２４年度 ２０２３年度

修了者数（単位取得の上退学者も含む） 82 74 70

研究職（国内） （常勤職・ＰＤ等） 21 18 28

研究職（国外） 9 8 10

企業・
官公庁

メーカー系
 （電機・精密・機械等）

13

43

19

41

11

25

IT関連（通信・ソフト・情報） 15 8 4

官公庁 2 1 0

金融・シンクタンク・コンサル 8 8 8

その他の企業（マスコミ・広告・ 
商社・航空会社等）

5 5 2

その他（帰国等） 9 7 7



主な就職先（博士）過去３年間
【アカデミックポスト】
国内：東京大学、京都大学、東京科学大学、東北大学、筑波大学、広島大学、東京都立大学、大阪公立大学、
兵庫県立大学、早稲田大学、中央大学、理化学研究所、産業技術総合研究所、 KEK、大学共同利用機関法人、
国立天文台、日本学術振興会
国外：オックスフォード大学、ハイデルベルグ大学、ゲント大学、サウサンプトン大学、カーディフ大学、
マサチューセッツ工科大学、プリンストン大学、カリフォルニア大学、カリフォルニア工科大学、ミネソタ大学、
ペンシルベニア州立大学、イェール大学、クレムソン大学、北京大学、上海交通大学、西華大学、 香港大学、
マックスプランク研究所、
Center for Exotic Nuclear Studies、TRIUMF、CCA、IHES、ENS、Technion、Weizmann Institute of Science

【官公庁】
経済産業省、文部科学省、情報通信研究機構
【メーカー系 （電機・精密・機械等）】
日立製作所、NEC、東芝、東芝研究開発センター、三菱電機、京セラ、キヤノン電子、JASM、
キーエンス、キオクシア、ソニーセミコンダクターソリューションズ、ソニーセミコンダクターマニュファクチュアリング、
ソニーグループ、東京エレクトロン、トヨタ自動車、レゾナック、オキサイド、ニューフレアーテクノロジー、
本田技研工業、SCREENセミコンダクターソリューションズ、 SCREEN ホールディングス、古河電気工業、
NVIDIA.G.K、HOYA株式会社、NEC航空宇宙システム、日本製鉄、マイクロメモリジャパン、三菱重工業
【IT関連 （通信・ソフト・情報）】
NTT（ NTT R&D）、 NTT Research 、 NTTデータ数理システム、Preferred Networks、QunaSys、
アマゾンウェブサービス、コンセプトテクノロジー、フィックスターズ、Horizon Software、アスパーク、セック、
ARISE analytics、Birdy Ventures、 iCAD、 pluszero、 ZettaJoule、アドバンストメディア、マネーフォワード、
a.s.ist、リネア、ギブリー、 pluszero
【金融・シンクタンク・コンサル】
野村證券、大和証券、モルガン・スタンレー証券、みずほ證券、 UBS証券、SMBC日興證券、
三菱UFJ銀行、みずほFG、三井住友銀行、 PwCコンサルティング、 KPMGコンサルティング、
ドルビックスコンサルティング、みずほ第一フィナンシャルテクノロジー、みずほリサーチアンドテクノロジー、
大和総研、日本総合研究所
【その他の企業 （マスコミ、広告、航空会社等、正社員型技術派遣）】
SEGA、ゲームフリーク、三井物産、東日本旅客鉄道株式会社、新居国際特許事務所、 PwC Japan有限責任監査法人、
アルトナー
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就職支援室

• 物理学科・物理学専攻独自で開設しています。

• 求人資料・公務員関連資料の閲覧及び、推薦
書発行、就職相談を行っています。

• 開室時間、ガイダンス、企業説明会などの詳
細は以下の就職支援室URLにて確認すること
ができます。

http://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/g_info/143/
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修士課程入学試験について
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物理学専攻のサブコース

A0：原子核理論 (4人)
A1：素粒子理論 (10人)
A2：素粒子実験・原子核実験・加速器 (27人)
A3：物性理論 (18人)
A4：物性実験 (15人)
A5：一般物理学理論 (10人)
A6：一般物理学実験 (11人)
A7：生物物理 (11人)
A8：宇宙物理実験・宇宙素粒子実験 (30人)

※ ()内は教員数。令和8年5月HP掲載の情報

修士課程入学試験

サブコース一覧 https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/organization/
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物理学専攻のサブコース

A0：原子核理論 (4人)
A1：素粒子理論 (10人)
A2：素粒子実験・原子核実験・加速器 (27人)
A3：物性理論 (18人)
A4：物性実験 (15人)
A5：一般物理学理論 (10人)
A6：一般物理学実験 (11人)
A7：生物物理 (11人)
A8：宇宙物理実験・宇宙素粒子実験 (30人)

※ ()内は教員数。令和8年5月HP掲載の情報
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光、プラズマ、
ソフトマターは
ここに含まれる

量子情報理論は
ここに含まれる

宇宙論(理論)は
ここに含まれる
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物理学専攻のサブコース

今後、新規に受け入れ可能となる
教員がアナウンスされる可能性が
あります。

7月以降物理学専攻HPを
ご確認ください。
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物理学専攻のサブコース

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/staff/

最新の情報はHPをご参照ください
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サブコース別合格者
参照 「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」 2.
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf
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出身大学別累積合格者
過去3年間（R6～R8年度入試）

大学名 東京大学 その他

累積合格者数 211人 189人

比率 53％ 47％
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今年の修士入試に関する情報

物理学専攻HP「令和9/2027年度（令和8/2026年
度実施）大学院入学試験」
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/g_info/49259/

・理学系研究科 募集要項

・物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ
  （専攻独自資料）、志望調書等

・Q＆Aや過去問など

※入試に関する情報は、紙媒体では配付していません。Webサイトから
入手してください

※専攻からの入試に関するお知らせは随時Webサイトに掲載します。

26/46

修士課程入学試験



➢出願時にスコアを登録
英語（100点）

スコアの登録方法等の詳細は、
「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」p.3～
に記載しています。ご確認ください。

試験内容

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf
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➢筆記試験 対面実施
8月18日(火) に本郷キャンパスで実施します。

専門科目（数学・物理学）（400点）

試験時間：240分

数学１問、物理学３問の計４問を全問必答

数学：物理学研究に必要となる基礎的な数学

               の問題１問。

      物理学：基本的な物理の問題３問。

量子力学、統計力学、

古典力学および電磁気学

試験内容
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➢口述試験 対面実施

9月1日(火)、2日(水)に本郷キャンパスで実施します。

• 筆記試験の結果により、口述試験対象者を決定します。

• 口述試験対象者は、志望サブコースごとに口述試験を
受けます。

• 口述試験は、第一志望 あるいは 第二志望サブコースの
いずれかのみとなる場合もあります。

試験内容
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出願にあたって、詳しくは「物理学専攻修士課程入学志
願者の皆さんへ」を見てください。

ここでは概略と補足をご紹介します。
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• サブコース紹介
本日 10:20 ～ 12:00

• 募集要項とWebでサブコースおよび
教員を確認
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/staff/

• 研究室訪問
Webページで調べる。
→事前にメール等で訪問日時を決めてください。

指導教員とサブコースの情報を得る
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【抜粋】

・第１志望、第２志望として二つのサブコースを指定できます。必ずし
も第２志望のサブコースを指定する必要はありませんが、その場合第１
志望のサブコースの結果だけで入試の合否が決定されます。

・それぞれのサブコースにつき第４希望まで指導教員名を指定すること
ができます。具体的に教員名を指定できない場合には、教員名の代りに
研究分野名を記入することも可能です。希望指導教員名や希望研究分野
名は合否判定における重要な情報となることに留意してください。事前
に研究室訪問をするなど十分検討した上で、できる限り希望指導教員名
を記入することをお勧めします。

・同一サブコース内で、指定した希望指導教員以外の教員を指導教員と
しても良い場合には、“他の指導教員への振替”の可否欄の「可」に、
そうでない場合には「否」に〇を付けてください。

サブコースと指導教員の選び方を確認する

参照「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」 2．
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出願まで

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf



サブコースと指導教員を選ぶ

・志望サブコースを２つ以内に絞り、そのサ
ブコースに属する指導教員を選んでください。

・指導教員は、募集要項の「大学院理学系研
究科指導教員専攻分野一覧」に掲載されてい
る教員から選択してください。

・指導教員は、原則として１教員あたり２名
まで学生を受け入れます。
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出願まで



修士課程修了後、引き続き博士課程
に進学することをお考えの皆さんへ

一部の教員は、定年等により修士課程修了後の博
士課程３年間に学生を受け入れることができません。

「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」に
該当する教員の一覧を掲載しています。

博士課程入学試験には指導教員を変更して出願す
る必要があります。博士課程進学を考えている場合
は、修士課程入試出願前に希望指導教員と相談して
おいてください。
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出願まで

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf



指導教員の希望順位を付ける

【抜粋】

・第１志望、第２志望として二つのサブコースを指
定した場合、第４希望までに限り、第１志望、第２
志望のサブコースを跨いで指導教員の希望順位を指
定することを認めます。希望する受験者は「指導教
員希望調査票」を作成し、出願期間中に出願システ
ムにてアップロードしてください。

・第１希望とする指導教員が所属するサブコースを、
第１志望のサブコースとしてください。

参照「物理学専攻修士課程入学志願者の皆さんへ」 ５．
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出願まで



入学願書の記入
(サブコース・指導教員等)
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「志望調書」に、志望する研究分野について志望動機と
研究したい内容を、志望するサブコースごとにＡ４・１
ページ以内で作成し、提出してください。第１希望とす
る指導教員が所属するサブコースを、第１志望のサブ
コースとしてください。10ポイント以上の文字で記述
してください。日本語でも英語でも可。

「志望調書」（必須）
※出願期間中にアップロード
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https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf

入学願書



第１志望、第２志望のサブコースを跨いで指導教員の希
望順位を指定する場合にのみ、提出してください。

「指導教員希望調査票」（任意）
※出願期間中にアップロード
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入学願書

詳しくは 08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf
https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf


どうしても都合がつかない日がある場合には、提出して
ください。ただし、希望に沿えないことがあります。

「口述試験日の配慮希望申請書」（任意）
※出願期間中にアップロード
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入学願書

https://www.phys.s.u-tokyo.ac.jp/wp-content/uploads/2026/04/08d58032f106f460573a291844d18015-2.pdf



注意

出願期間中に提出した

• 「サブコースの志望順位」

• 「指導教員の希望順位」

は、その後、原則として変更でき
ません。
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入学願書



本日のプログラム

物理学専攻の概要／修士入試の説明 
は、ここで終了です。

次は
サブコース紹介 
を行います。

質疑応答（全体）
はサブコース紹介終了後に行います。
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休憩
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質疑応答

質問は、後日でも受け付けます。
物理教務事務室あてにメールをお願いし
ます。
E-mail：
gakumu-phys.s@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

43/46



アンケートフォームを
チャットで送信します

https://forms.cloud.microsoft/r/2kLLUJM9ga

簡単なアンケートに
ご協力お願いします。
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本日のプログラム

ご参加をお待ちしています

13:30～ 研究所（部局）別相談会

15:30～ 物理学教室オープンラボ
• 部局や研究室により実施方法が異なります。

• 詳細は、配付しているガイダンスプログラムと
オープンラボ一覧でご確認ください。

• 206教室/207教室でご視聴の方は、退出時に忘れ
物のないようにお気を付けください。
（13時30分以降は相談会の会場となります）
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